














要約:一般小児における過敏性腸症候群の頻度を知ることを目的に、小学生から高校生ま

で一般小児 2314 人を対象に過敏性腸症候群に関するアンケート調査を行った。頻回の腹

痛(1週間に1回以上)とManningらの診断基準項目3項目以上該当の両者を満たすものを、

過敏性腸症候群疑いとして操作的に定めた。過敏性腸症候群疑いの小児の頻度は、小学生

で 0.5～2.5%、中学生で 1.2～4.5%、高校生で 2.5～8.0%であった。出現頻度の類似性に

より、小学生、中学1・ 2年生中学 3年・高校 1年生、高校 2・ 3年生の 4つの年齢層に

分けられ、何らかの発達的要因の関与も考えられた。過敏性腸症候群疑いの小児では、腹

痛の家族歴が有意に多く認められた。過敏性腸症候群が疑われるような多彩な症状がある

小児でも、医療機関を受診したことのないものが 1/3～2/3 おり、同じ様な症状でありな

がら、受診する小児としない小児の違いを明確にしていく必要があると思われた。


